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持続可能な成⻑

 相対する２つのシナリオ
 経済成⻑は資源の枯渇化と環境汚染を引き起こ
すので、いずれは成⻑をあきらめなければなら
ない。（代表例︓ ローマクラブ 成⻑の限界）

 経済発展の初期段階では環境汚染が進むものの、
その後に環境汚染を防⽌するための技術が産み
出されるので、環境汚染の問題は克服される。

 どっちが正しい意⾒なの︖ 後で考えてみよう。
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環境制約

 環境が果たす機能を⼈⼯的なものに全て代
替させることは可能か︖
 ⇒ NO

 環境に⼿をつけずに、⾃然なままに保存し
なければならないか︖
 ⇒ NO
環境には再⽣能⼒があるので⼀定程度環境サー
ビスを利⽤することはできるし、
環境に⼿をつけずに、⾃然なままに保存したい
と考えている⼈はごく少数。

 環境制約を上回らないというよう、どの様
に経済活動を⾏うかを考えることが現実的
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エコロジカルフットプリント

 エコロジカル・フットプリント（Ecological 
Footprint）
 ⼈間の経済活動が⾃然環境にどれだけ依存している
かを⽰す指標

1. 特定の地域の経済活動の規模を⼟地や海洋などの
「表⾯積（ヘクタール）」に換算する。

2. その⾯積を地域内⼈⼝で割り、１⼈あたりのエコ
ロジカル・フットプリント（ha/⼈）を計算する。

 地球環境⽩書（ビデオ）
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⽇本のエコロジカル・フット
プリント

 ⽇本のエコロジカル・フットプリントは、4.3ha/
⼈である。

 ⼀⽅、 世界合計（公平な割り当て⾯積）では ︓
1.8ha/⼈である。

 従って、世界中のひとびとが⽇本⼈のような暮ら
しをはじめたら、地球が約2.4コ（4.3÷1.8）必要
となる。

 エコロジカル。フットプリントの指標によれば、
⽇本⼈は現在の経済（消費）活動のスケールを2分
の1以下に戻すことが求められる。

 (エコロジカル・フットプリント・ジャパンより)2016/5/1
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⾁⾷が世界を滅ぼす︕

 畜産物1kg⽣産するのに必要な穀物量（トウモロコシ換算）
11kg ⽜⾁
7kg 豚⾁
4kg 鶏⾁
3kg 鶏卵
2kg ⿂⾁

 1000平⽅メートルから得られるタンパク質量
39.9㎏ ⼤⾖ （⽜⾁の１８.１倍）
29.7㎏ ⽶ （⽜⾁の１３.５倍）
23.7㎏ トウモロコシ （⽜⾁の１０.８倍）
15.5㎏ ⼩⻨ （⽜⾁の 7.0 倍）
5.0㎏ ほかの⾁類
2.2㎏ ⽜⾁

 1996年FAO世界食糧農業白書,食農ＤｏｔＣｏｍ
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Ecological Economics vs. 
Environmental Economics

 エコロジカル経済学
 環境中⼼主義︓⼈間は⽣態系の中の⼀員である。

 Heterodox Approach

 分析に統⼀感が⽋けるが、⼤きな問題を取り扱う。

 環境経済学
 ⼈間中⼼主義︓環境や資源の価値は⼈間が決める。

 Mainstream Approach (Neoclassical Economics) 

 分析はエレガントだが、⼤きな問題を取り扱いずらい。
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経済発展と環境負荷１

経済発展が進むと環境汚染はどんど
ん進展してしまうのだろうか。

もし、経済発展が必然的に環境汚染
を引き起こすようなら、環境保護の
ためには経済発展をあきらめなけれ
ばならない。
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経済発展と環境負荷２

 経済発展と環境汚染の関係
 World Bank （１９９２） 年次報告書
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経済発展と環境負荷３

 パターン１
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経済発展と環境負荷４

 パターン２
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経済発展指標
（一人当たりGDP）

環
境
汚
染
指
標

逆U字型の関係

経済発展の初期段階で環境
汚染が悪化するが、その後に
環境汚染は改善されるケース

環境クズネッツ曲線

都
市
の
大
気
汚
染

濃
度

１．なるべく早い段階で環境対策が
とられるようにすること

２．経済発展の過程で環境汚染が
深刻化しないようにすること

転換点： 環境対策が
重視される時期



経済発展と環境負荷５

 パターン３
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経済発展指標
（一人当たりGDP）

環
境
汚
染
指
標

右上がりの関係

経済発展とともに環境汚染が
進展してしまうケース一

人
当
た
り
二
酸
化

炭
素
排
出
量

持続可能な生活をおくるには、経済
発展の方法を見直すこと



経済発展と環境負荷６

 財やサービスの量的な拡⼤ ＝ 経済成⻑
 経済成⻑により環境問題を全て解決することができ
るか︖

 経済成⻑により解決される環境問題は確かに存在す
るが、経済成⻑は環境問題解決に対する万能薬では
ない。

 持続可能な社会を構築するためには、環境対策を
実施していくことが必要
 財やサービスの量的拡⼤（経済成⻑）
⇒ 環境条件を含めた⽣活の質の向上（経済発展）
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環境対策１
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環境対策２
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環境対策３
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環境対策をもたらす要因

 環境悪化 ⇒ 環境規制の強化 ⇒ 技術進歩
 ポーター仮説︓ 環境規制の強化は企業の国際競争⼒を
⾼める。

 環境規制の強化 ⇒研究開発投資の増加︖
特許件数の増加︖

 経済発展 ⇒ 環境サービスへの需要拡⼤
 消費財と環境サービスの間の代替関係
 緑の消費者（Green Consumer）

 経済のグローバル化
 環境規制が厳しい国の基準に合わせることが求められる。
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環境保護を⽬的とした施策１

環境計画
将来どの様な環境を実現したいかを考
え、それを実現するための計画を策定
し誘導していく⽅法
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環境保護を⽬的とした施策２

 公害防⽌計画
 施策を講じなければ公害の防⽌が困難と考えら
れる地域において策定される計画

 環境⼤⾂が基本⽅針を⽰し、その基本⽅針に従
い、関係都道府県知事が計画を作成

 １９７０年に第１次地域計画が策定されてから、
逐次計画が策定されてきている。

 国が財政上の特別措置を講じている。
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環境保護を⽬的とした施策３

 環境基本計画
 公害防⽌計画では対応できない問題が出現
 公害防⽌計画では良好な環境の実現は望めない
⇒ 第１次環境基本計画（１９９４年）
 ⽬標︓ 環境制約を前提として受け⼊れ、環境効率性を

増すことにより持続可能な社会の構築を⽬指す
 ⻑期⽬標

1. 循環型経済社会システムの実現
2. ⾃然と⼈間との共⽣の確保
3. 国⺠の環境保全活動への参加
4. 国際的取り組みの推進
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環境影響評価とは

 事業が環境に与える影響を事前に評価することを
⽬的とする。環境アセスメントとも呼ばれる。

 １９６９年にアメリカで国家環境政策法（National 
Environmental Policy Act）が導⼊され、その後は
世界各国で制度化が進められてきた。

 ⽇本でも１９７２年に公共事業に対しアセスメン
トが導⼊され、港湾⽔⾯の埋め⽴て、発電所の⽴
地、新幹線整備などに対し、環境影響評価が実施
されてきた。
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環境影響評価の法制化

 しかし、環境影響評価はそれぞれの主管官
庁で別々に実施されていたため、統⼀的な
環境影響評価制度の導⼊が要請されてきた。

 １９８１年に環境影響評価法は国会に提出
されたが、産業界の反対などから１９８３
年に廃案となった。

 リオ宣⾔を受け、環境基本法で環境アセス
メントの推進が位置づけられたことにより、
１９９７年に環境影響評価法が制定された。
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環境影響評価制度のあらまし
１
 環境影響評価法は、道路、鉄道、発電所、廃棄物処理場
などの１３種類の事業を環境アセスメントの対象として
いる。

環境影響評価制度のあらましについ
ては、
環境影響評価情報⽀援ネットワーク
（http://www.env.go.jp/policy/ass
ess/index.html）
が参考になる。
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環境影響評価制度のあらまし
２
 環境影響評価法では、対象となる事業は第１種事業と第
２種事業に分けられている。

 第１種事業は必ずアセスメントを実施し、第２種事業は
アセスメントを実施するかが個別に判断される。

 第２種事業を環境アセスメントの対象とするかどうかを
決定する作業をスクリーニングとよぶ。
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環境影響評価制度のあらまし
３
 評価項⽬（表２－１参照）
 地域や事業ごとの違いを反映させるために、環境アセス
メントの実施が決定した段階で、アセスメントの⽅法が
検討される。

 この作業はスコーピングとよばれる。
 事業者は環境アセスメントの進め⽅を記載した環境影響
評価⽅法書を⼀般公開し、評価⽅法を⾒直すことが義務
づけられている。
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環境影響評価制度のあらまし
４
 さらに、事業者は環境アセスメントを実施した結果を環
境影響評価準備書にまとめ、それを所定の場所で⼀般公
表し、内容についての説明会を開催する義務がある。

 事業者は必要に応じ準備書の内容を⾒直し、環境影響評
価書を作成する。

 環境影響評価書が公表されるまで、事業者は事業に着⼿
できない。

2016/5/1
4環境経済学４ 松本茂 26



環境影響評価制度への批判

1. 環境影響評価書を作成するのが事業者であるため、ア
セスメントの中⽴性を確保するのが困難

2. 環境影響評価が実施される段階では既に事業の概要が
決定してしまっており、アセスメントの結果を事業に
反映するのが困難

3. 環境への影響を最⼩化するために代替案を考慮すると
いう視点が⽋けている。
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